
20 － 23
12 － 22
10 － 21
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－

主審 副審

・

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 5 1 1 0 1 ◎ 4 0 0 0 0 2

○ 5 8 0 4 0 3 ○ 5 28 0 11 6 2

○ 6 30 7 3 3 2 ○ 6 13 1 4 2 1

○ 7 6 0 2 2 4 ○ 7 21 0 9 3 4

　　 8 0 0 0 0 0 ○ 8 13 3 2 0 1

9 0 0 0 0 0 9 2 0 1 0 0

○ 10 7 1 2 0 0 ○ 10 10 2 2 0 3

11 1 0 0 1 2 11 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 13 2 0 0 2 1

14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 15 1 0 0 1 0

16 16

17 17

18 18

57 9 12 6 90 6 29 14

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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記載者 宮本誠治 （所属）佐賀県バスケットボール協会

長身選手を２枚擁し、高さに勝る延岡学園と四国の雄、新田高校を下し２回戦へ進出した宇部工業の対
戦。総合力で優位に立った延岡学園が90対52で３回戦へ駒を進めた。第１Ｐ、両チーム共ハーフコートマ
ンツーマンでスタートする。宇部工業は延岡学園のインサイドの攻撃を防ぐとともに＃６岸本の３Ｐ４本
の活躍で中盤以降に差を詰め、20対23延岡学園リードで第１Ｐ終了。第２Ｐ、延岡学園はディフェンスで
圧力をかけ、宇部工業はなかなか得点ができない。その間に＃５ジャーラのインサイド、＃８前田の３Ｐ
で、徐々に点数を広げていくが、宇部工業＃６岸本の３Ｐが決まり、前半を45対32で終了した。後半の第
３Ｐ、両チームマンツーマンでスタートしたが、延岡学園＃７永吉のインサイドプレーで着々と加点して
いき、スティールからの速攻もおりまぜた攻めで22点差と広げた。第４Ｐ、延岡学園のツインタワーであ
る＃５ジャーラ、＃７永吉のインサイドにボールを集中し得点していく。宇部工業も＃５池田＃６岸本の
得点で反撃を図っていくが、厚い守りになかなかシュートが決まらず、逆にリバウンドを延岡学園に取ら
れる結果となった。走攻守に宇部工業を上回った延岡学園が90対52で勝利した。
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